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Pl−406　正常妊娠臍帯血 における 有核赤血 球に よる 血管増殖因子 の 産生 と血 管内皮前駆細 胞 との 関連 性 に関 す る検討
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旧 的】胎児血に 豊富 に 存在す る 有核赤血 球 は 血 管増殖因子の 産生 能を持 つ ．今 回，我 々 は有核赤血 球 と血 管 内 皮 前 駆 細 胞 と

の 相互 作 用 が 胎 児 にお け る血 管新生 に果 た す役割に つ い て，有核赤血 球 に よ る 血 管増殖因子 の 産生 能 に注目して 検討 を行っ

た，【方法】岡意の もとに ヘ パ リ ン撫 臍 帯 血 を 20mL 採 取 し，　 FicoH を用 い た蜜 度 勾 配遠 心 法 に よ っ て 得 られ た単核球を mag −

netic　beadsの つ い た CD71 抗体 とincubateした，　 magnetic 　cell　sorting 、に よっ て CD71 陽性細胞 （有核赤血球）と陰性細胞

をそれ ぞれ拙坦 し，angiote 設s三n　H （Ang　II）を 1，10，100nM 添加 した後 24 時間 incubateした．上清申の VEGF 濃度 を en −

zyme 　immunoassay法に よっ て 測定 した、さ ら に Boyden　Chamber を用 い て CD71 鯣性 細 胞 と陰性細胞をそ れ ぞ れ 末梢血単

核球と 1 週 間共培養した ．接着細 胞 の うち LDL お よ び lectinを と も に 取 り込 む 細 胞 を EPC と し て 細 胞 数 を測 定 した．【成

績1100nM　Ang　H は，　 CD71 陽性細胞に よる VEGF 産生を促進したが （15伽 5，lpg／ml ；平均 ± SE），　 CD71 陰性細胞 に よる

VEGF 産生 に は影響 しなか っ た （6．8 ± 6．6pg ，
lml）．一

方，　 EPC 数 は，　 CD71 陰性細 胞 との 共 培養 （544．2　±　106．2cells／well）に

比 して，CD71 陽性細胞 との 共培養で は 1430．0± 1032．5cells／well と増加 した．【結論】胎児血中に存在する有核赤血球は，　Ang
∬ の 測激 に よ る VEGF 産生 を介して EPC の 増殖に関与して い る可能牲 が ある．

Pl−407 　妊娠初期血 清 にお け る PorphyrOinonas　gingivalisに 対 す る 抗体価 と 子 宮内胎 児発育遅 延 との 閲連 に つ い て
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【目的】歯周病は 歯 周 病菌に よる 歯周組織 の 慢性炎症性疾患 で あ る が，近年，早産や 子宮内胎児発育遅延 （IUGR ） との 関連

が示唆 さ れ て い る，我 々 は歯周病が 周産期予 後を悪化 させ るメ カ ニ ズ ム として歯周病菌に対す る感染防御的な液性免疫の 低

下 とい う仮説を考えて い る．代表的な歯周病原薦 で ある POTvhyromonas　gingiv”lisの 4 一kDa の 外膜 タ ン パ ク に 対する 抗体 （P．

glgGl）は感染防御的に 作用 する こ とが 知 られ て い る．妊娠初期血 清の P，glgGi抗体価及 び 歯周病 の 非特異的血 清マ ーカー
で

ある TNF −
a，　 CRP と子宮内胎児発育遅 延 との 関連 につ い て検討し た．【方法1コ ン トロール 群 （10percentile≦ 1巳生 体重 ≦ 90

percentile：98例〉，　 IUGR 群 （出生 体 重 く 10perceat玉皇e ：114例 ）の 妊娠 玉4週以 前の 母体血清の P．glg（｝i，　 TNF 一
α，　 CRP を測

定 した．有意差検定 に は Mann−Whitney検定を使用 した，当研究は 当院倫 理 委員会の 承認の も と行 っ た．【成績1コ ン トロ ー

ル 群 と比 較 して IUGR 群で は P．g王gG 、抗体撕 は低値 （P＜ 0．001＞，　 TNF 一
α は 高値 （P ＜ 0．eOl）を示 した，　 CRP は 両群賜 に 有意

差を認 め なかっ た （P − O．520）．P．glgG 抗体価く コ ン F ロ ール 群の 中央値か つ TNF 一
α 〉 ロ ン トロ ール 群 の 中央値をリス ク因

．
rと した 場合 の オ ッ ズ比 は 15．22 （95％ 信頼区間 4．52− 51．25） で あ っ た．【結 論】妊娠 初 期 血 清 P．glgGL抗体価及び TNF 一

α

は子害内胎児発育遅 延 の 予 知 に有駕で あ る 可能性を指摘した．

Pl−408　母体血 申ホ モ シ ス テ イ ン 値 の 変化 と児体重へ の 影響
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【目的】妊婦 の 無中総ホモ シ ス テイ ン，葉酸，ビ タ ミ ン B12の 変化 が 児体重に 与え る影響につ い て検討し た．【方樹 正期産で

生 児 を えた妊婦 76名 につ い て，妊娠初期〜末期の 血 中総 ホ モ シ ス テ イ ン，葉酸，ビ タ ミ ン Blzの 測定を行い ，児の 愚生時の

体 重，身長，ポ ン デ ラ ル 指数 と の 関達 を解析 した．本研 究 は所属機関の 倫理委員会の 承認を得 て 実施 した．また被験者 に対

して は 口 頭お よび書面 で の 説明 を行い ，イ ン フ t ・
一一ム ドコ ン セ ン トを得 た．【成 績】血 漿 総 ホ モ シ ス テ イ ン は 初期 の 5．O ± 1．5

μmol 〆L か ら末期に は 6．0± 1．3μmol ／L と増加した．血清葉酸 は初期 と末期 で 大 き な差 は見 られ なか っ た が，血清ビ タ ミン Blt
は 初期 の 3e6± 109pmQl／L か ら末 期 に は 197± 74pmoレL へ 低下 した、中期か ら末期に か けて ，血 漿総 ホ モ シ ス テ イ ン の 上 昇

がもっ と も大 きか っ た群 で は，児体重 と ポ ンデ ラ ル 指数が低い 傾向にあ っ た，【結論】妊娠末期 に血漿総ホモ シ ス テ イ ンの lt
昇をきたす場合，胎児発育へ の 障害が ある と考えられ た．
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